


練馬区教育振興基本計画　中間見直し（素案）に寄せられた意見と
区の考え方について


１　意見の受付状況
　(1) 意見募集期間
　　　令和６年12月11日（水）～令和７年１月15日（水）まで
　(2) 周知方法
　　ア　ねりま区報（12月11日号）への掲載
　　イ　区ホームページへの掲載
　　ウ　区民情報ひろば、区民事務所（練馬を除く）、図書館（南大泉図書館分室を除く）、教育施策課での閲覧
　　エ　区立小中学校の児童・生徒用タブレットパソコンの「ブックマーク」から閲覧
　　オ　児童館での閲覧
　(3) 意見件数
　　　107件（58名）うち子どもからの意見は74件（46名）

２　寄せられた意見の内訳　（ ）内の数値は子どもからの意見数
	項　目
	件　数

	　第１章　計画の基本的な考え方
	２(０)

	　第２章　施策の体系
	０(０)

	　第３章　教育施策の具体的な展開

	　　取組の視点１　教育の質の向上
	31(14)

	　　取組の視点２　家庭や地域と連携した教育の推進
	４(１)

	　　取組の視点３　支援が必要な子どもたちへの取組の充実
	８(１)

	　その他
	62(58)

	合　計
	107(74)











３　寄せられた意見に対する対応状況　（ ）内の数値は子どもからの意見数
	項　目
	件　数

	◎ 意見の趣旨を踏まえ計画に反映するもの
	３(２)

	〇 素案に趣旨を掲載しているもの
	19(９)

	□ 素案に記載はないが他の施策・事業等で既に実施しているもの
	22(10)

	△ 事業実施等の際に検討するもの
	42(38)

	※ 趣旨を反映できないもの
	１(０)

	－ その他、上記以外のもの
	20(15)

	合　計
	107(74)
































４　寄せられた意見（要旨）と区の考え方
	№
	意見の概要
	区の考え方
	対応
区分

	第１章　計画の基本的な考え方

	１
	中間見直しの趣旨は「第３次みどりの風吹くまちビジョン」と整合を図るとともに、2026（令和８）年度に向けた施策の方向性を示すとしているが、見直しの基準は区の基本計画やその年次計画である「アクションプラン」である。本来独自の論理を持って展開されなければならない教育（特に学校教育）が、自治体の意向によってゆがめられてしまうという問題が起きている。

	「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」において、教育に関する目標や施策の根本的な方針について、区長が教育委員会と協議して、大綱を定めることとされています。区では、「みどりの風吹くまちビジョン」の教育・子育て分野の施策の方向性などを体系的に整理し、「練馬区教育・子育て大綱」を策定しました。
　「練馬区教育振興基本計画」は、ビジョンと大綱の双方との整合性を図って策定しています。
	〇

	２
	2022（令和４）年度から2026（令和８）年度を計画期間として策定された練馬区教育振興基本計画の「中間見直し」を2024年度末に行うのであれば、前半の３年間の到達点や問題点等が掲示されてなければならない。しかし、具体的な取組を説明している箇所では、「現状」として何の資料もなく「令和６年度末」と「令和８年度目標」が示されている。年度が異なるのに、表現が同一のものもある。違いがわかるように、具体的な内容・事実を示すべきだ。
PDCAサイクルについての説明があるが、Ｃ（結果の点検・評価）はどのように実施したのか。その内容の説明を欠いたままでは、「中間見直し」に対するコメントは不可能である。
さらに、ＣからＡ（改革・改善）にどのように展開したのか。その説明も欠如している。
	Ｃ【CHECK】「結果の点検・評価」は、アクションプラン（年度別取組計画）の年度末進捗状況の点検・検証や教育委員会における「教育に関する事務の管理および執行の状況の点検・評価」の仕組みにより、その結果を区議会へ報告し、区民の皆様に公表のうえ、年度ごとの計画の進捗の点検・評価を行っています。点検・評価の結果も踏まえて、今回、計画の中間見直しを行いました。
年度をまたいで引き続き取組が必要な項目において同一の表現としています。







	〇




	第３章　教育施策の具体的な展開

	取組の視点１　教育の質の向上

	３
	区立幼稚園を３年保育にして、存続させて欲しい。金銭面はもちろん、子どもの特性や障害にかかわらず、受け入れてもらえる公立幼稚園の存在は重要である。
	令和６年度に区立幼稚園あり方検討委員会を設置し、今後の区立幼稚園のあり方について議論しています。
	△

	４
	　「小中一貫教育」は、カリキュラムや指導の問題であって学校の設置様式の問題ではない。義務教育９年間を見通した教育を「小中一貫教育の推進」だけではなく「小中一貫教育校の整備」によって行わなければならない理由を説明してほしい。「小中一貫グループ」において作成された「系統的・継続的な取組プログラム」について実践を踏まえて説明してほしい。

	区では、「授業改善による学力・体力の向上」「連携指導による豊かな人間性・社会性の育成」「滑らかな接続による安定した学校生活」の３つを小中一貫教育の目的としています。小中一貫教育校では、小学校と中学校の教員が密に情報共有を行い、学習指導や生活指導を系統的に行うことで小中の滑らかな接続や中１ギャップの解消などにつなげています。また、小中合同行事、異学年交流活動をはじめとした小中一貫教育に関する多様な取組を組織的継続的に実施しやすいことなど、区の小中一貫教育の目的と合致することから学校の施設や規模の状況も考慮しながら小中一貫教育校を整備しています。
また、全ての小中一貫教育グループで、目指す生徒像を設定し、その実現に向けて、「小中一貫教育の取組プログラム」を策定しています。プログラムの中では、各グループの学校や地域の実態などを踏まえ、学力の向上やICT教育の充実、豊かな心の育成など「柱」となるテーマを設定し、児童・生徒の発達段階に応じた９年間の系統的な指導を行っています。
	○




	５
	小中一貫教育の推進を掲げているが、具体的な内容が保護者には伝わっておらず、内容的にも十分であるのかが不明である。異学年交流の授業を行うなどの工夫が必要ではないか。

	区では、毎年、小中一貫教育グループから、一年間の取組内容について報告を受けています。各グループでは、小中合同行事の実施や５、６年生の部活動体験、中学校教員による小学生への乗り入れ授業、生徒会・児童会交流などの取組が多く実施されています。
また、リーフレット「ねりまの小中一貫教育」にまとめ、区立学校の全保護者を対象に毎年配付するとともに、区のホームページにも掲載しています。今後も、小中一貫教育の充実を図っていきます。
	○

	６
	小中学校のプールは１年のうち１カ月強しか利用期間がなく、衛生面、水温等の環境を踏まえると、民間施設において集団で水泳授業を実施する方が合理的に思える。学校のプールだと教職員への負担も大きく、民間で対応できるのであればWin-Winかと思うので、検討してほしい。
	令和７年度に、民間プールの活用に向けたモデル事業を実施します。その中で学校から施設までの移動方法、移動に要する時間と授業時間の確保、民間事業者の指導員と教員との連携などについて課題を整理し、検証を進めていきます。
	□

	７
	休み時間中の運動の取組とあるが、休み時間はあくまでも休み時間のため、好きに過ごさせてほしい。また、全員参加のような強制はやめてほしい。

	休み時間は、子どもの自主性を尊重した過ごし方を推奨しています。一方で、子どもの体力向上を図る上で、運動の機会を確保することも大切です。
各校では、子どもが自ら体力向上に取り組むよう場や時間などの設定を工夫しています。
	□

	[bookmark: _Hlk190698815]８
	食育の観点からも、どんなメニューにも、ほぼ牛乳が出るのはおかしいと思う。アレルギー以外にも停止させたいときにできるようにしてほしい。

	牛乳は、学校給食摂取基準において、カルシウム摂取に効果的であり、使用に配慮することが規定されています。食物アレルギー以外では、疾病（乳糖不耐症など）の場合、医師の診断に基づき停止できます。
	□




	９
	毎日学校のホームページに給食メニューが掲載されているが、メニュー、量とも十分でなく、とても貧相に感じる。もっと十分に予算を手当てする必要がある。

	学校給食は、学校給食摂取基準を満たし、安全で栄養バランスのとれた美味しい食事の提供を目指しています。
また、必要な食材料の調達には、それに見合った給食費を設定する必要があり、昨今の物価上昇による給食食材費上昇分を含む学校給食費の１食あたりの単価を算出し、学校給食費の補助を行っています。
	－

	10
	現行のタブレットは重すぎるし、タッチペンもなくしやすい。更新するタブレットは、軽く持ち運びしやすいものにしてほしい。また、タッチペンも漢字の書き取りがしにくいため、書きやすいものにしてほしい。選定には子どもたちの意見も募り、尊重してほしい。
	児童・生徒用タブレットパソコンの更新にあたっては、扱いやすく、壊れにくいものを選定します。
　また、選定にあたっては、児童・生徒の使い勝手なども考慮していきます。
	△

	11
	GIGAスクール構想について、「文部科学省から発表された」という記載は、文部科学省が構想を策定したのだと誤解をあたえてしまう。この構想は、経済産業省が中心になってまとめたもので、2019年12月に閣議決定された「安心と成長の未来を拓く総合経済対策」の中に盛り込まれたものである。その後、この構想の主管が文部科学省になったが、同省が推進したことは端末の配付と使用環境の整備である。
　練馬区の取組も、同様の内容になっている。しかし、教育委員会が推進すべきことは「ICTを活用した教育内容の充実」や指導方法の改善だと思うが、デジタル教科書の導入以外は何も書かれていない。端末の導入が目的になっている。
　小学生にとっては自分で書くこと、話すこと、実物にふれることが大切である。また読みについても、紙ベースでの読みが読解力を育てることが知られている。端末の使用に当たっては、現場の先生方の意見、実務経験を尊重し、慎重に対応してほしい。
	「重点施策２ 教員の資質・能力の向上」において、ICTを効果的に活用した学習を進め、児童・生徒一人ひとりに応じたきめ細かな教育活動を推進するため、教員のICT機器活用能力の向上および学習活動の一層の充実を掲げています。
タブレット機器を含めたICTの活用に関しては、必要な場面に応じて効果的に使用することになります。子どもたちの健全育成には、子ども同士、教師と子どもたちの直接的な関わり、また、多様な体験活動は欠かすことはできません。今後、ICT機器の良さを活用しながら、従来の効果的な教育実践を併用した、ハイブリッド型の教育を推進していきます。
	○




	12
	学校選択制度について、生徒・保護者の意思を尊重するのが目的とあるが、現実的には生徒を偏差値で選別する結果になっている。
学区への就学を無条件で可能とすべきである。受け入れ可能な生徒数を絞ることがインクルーシブ教育には必要である。

	学校選択制度ではあらかじめ１校あたりの受入可能人数を定め（おおむね１学級分（40名程度））、希望者が受入可能人数以下の場合は希望者全員を、受入可能人数を超えた場合は、基本、公開により抽選会を実施し受入者を決定します。いただいたご意見にあるような偏差値を用いて選別することはありません。
なお、住所により指定された中学校へは学校選択制度に関係なく就学することは可能です。また、学校選択制度は、おおよそ５年ごとに有識者を含めた検証委員会を実施しており、その結果により見直しを図っています。
	□

	13
	[bookmark: _Hlk190692613]「学校保健の充実」の記載について、連携先を学校医だけでなく「その分野の専門家」にも広げてほしい。テーマに沿った専門家（例えば、新型コロナであれば感染症の専門医など、二次性徴なら産婦人科医など）を呼んで、児童や保護者に講演してほしい。

	[bookmark: _Hlk190692719]各学校が講師を招くための予算を計上し、各学校の実態やニーズに応じて、外部の専門家に講師依頼ができるようにしています。様々な外部の専門家を講師に招いた授業を引き続き推進していきます。
ご意見を踏まえ、専門家等との連携について追記します。
	◎

	14
	教員の社会経験不足も聞くので、社会経験のある会社員など、活用するのもよいと思う。

	東京都は、民間企業などの勤務経験がある方の特例選考を設けており、社会経験のある方の活用を図っています。
	□

	15
	民間の学習塾の講師を招いて、教員と意見交換するのはどうか。学校と学習塾が対立ではなく、協働するような連携が図られると民間のノウハウも吸収でき、よい施策になると思う。
	区では、教員の授業力や生活指導力、様々な教育課題への対応力の向上を図るために、大学教授などの外部の専門家を講師として招聘し、研修を実施しています。また、指導方法などのノウハウをもった教育アドバイザーによる、若手教員に対する指導や支援を行っています。
	○




	
16
	取組内容４「教員が子どもたちと向き合う時間を増やします。」の記載は、教員の資質や能力の向上とは関係ないし結びつかない。教員の待遇改善（残業手当含めた給与水準）が必須である。いくら研修や教材を整備したところで優秀な人材は集まらない。

	教員の事務処理などの業務負担を軽減することは、教員が担うべき業務に集中することにつながり、教員の能力の向上に資すると考えます。また、区立学校に勤務する教員は、東京都での採用になるため、その処遇についても東京都の裁量となります。現在、国が管理職手当や主任手当の支給額の見直し、新たな手当の創設や教職調整額の見直しなどの検討を進めており、東京都は、国の検討状況を踏まえ、対応を検討することとしています。
	□

	17
	校舎の老朽化への対策が後回しにされていると感じる。近年の温暖化、外国人の急増、インクルーシブ教育の観点から、①クーラーの設置、②トイレの改修、③昇降機の設置の時期を早めてほしい。

	空調設備について、普通教室や特別教室および主な管理諸室には既に設置済ですが、普通教室の空調機は老朽化が進んでいるため、令和７年度から順次更新する計画です。体育館については、令和７年度中に全小中学校で設置が完了する予定です。中学校の武道場については、令和７年度から順次設置予定です。
トイレ改修については、学校運営の支障が少なくなるよう縦系統毎に改修しています。１系統目は平成29年度までに全校で改修が完了し、現在２系統目の改修を実施しています。トイレ以外に老朽化の進む屋上・外壁や給水設備などの改修も実施する必要があります。財政面なども考慮し、トイレ改修は年６校程度で進めています。
昇降機の設置について、令和７年１月現在、エレベーターは16校（小：９校、中：７校）、階段昇降機は24校（小：19校、中：５校）に設置しています。
エレベーターについては、設置場所や日影規制などの課題があり、既存校での設置は困難なため、改築時に設置していきます。
階段昇降機については、車いす利用者が在籍する学校に設置しており、今後長寿命化改修を行う学校への設置を進めます。
	－

	18
	南大泉小学校は、玄関廊下に空調がなく、夏の参観日では各学級の扉をあけていたので、教室内も暑く熱中症の心配があった。
また、全体的な建物の老朽化も感じる。建物の老朽化（特に空調）について対策してほしい。

	
	

	19
	半数以上の学校で築年数が50年を超え、断熱対策が十分ではなく、空調の効きが悪い教室が見受けられる。二重サッシ対策などの断熱対策を早急に進めるべきである。

	普通教室の空調機は老朽化が進んでいるため、令和７年度から順次更新する計画です。
断熱対策については、改築時に屋外に面した窓を複層ガラスにし、壁面や天井に断熱材を使用し換気設備を設けるなど、冷暖房効率の向上と省エネに配慮した仕様としています。
既存校については、長寿命化改修の際に、断熱効果、工期、コストなどを勘案して検討を進めます。
	－

	取組の視点２　家庭や地域と連携した教育の推進

	20
	青少年育成委員会がどのように学校・児童に関わっているのかについて、保護者に伝わっていない。保護者にしっかりと説明されない組織が児童に関わるのは問題があるのではないか。

	青少年育成地区委員会は旧17出張所の管轄区域ごとに、青少年健全育成事業（スポーツ大会、キャンプ、中学生意見発表会など）や地域パトロールなど、地域の特色を生かした事業を行っています。
活動内容や行事については、学校を通じて各家庭に広報誌を配布したり、保護者向け情報伝達サービスを用いて周知を図っています。育成地区委員会の役割などが、よりわかりやすく区民に伝わるよう、周知に努めていきます。
	△


















	21
	青少年育成・学校応援団の違いが分かりにくい。縦割り行政で現場では同じ人間が担当していることもある。制度全体の見直しが必要ではないか。
	青少年育成地区委員会は旧17出張所の管轄区域ごとに、青少年健全育成事業（スポーツ大会、キャンプ、中学生意見発表会など）や地域パトロールなど、地域の特色を生かした事業を行っています。
学校応援団は小学校の児童および地域のために学校施設を有効活用し、学校開放事業や応援団まつりなどを行う地域住民からなる団体です。
それぞれの役割が、よりわかりやすく区民に伝わるよう、周知に努めていきます。
学校応援団などの地域活動では担い手が重複するなどの課題があります。こうした状況も踏まえ、区における地域連携の在り方について検討していきます。
	△

	22
	学校評議員制度・学校運営協議会制度について、内容が一般の保護者に開示されておらず、クローズな状況で話し合いが進んでいくのは、そもそもの趣旨に反しているのではないか。
	学校運営協議会については、規則において原則公開と定めています。学校評議員会や学校運営協議会の中で話し合われた内容について、保護者や地域の方々にも広く知らせるよう、各学校に周知していきます。
	□

	取組の視点３　支援が必要な子どもたちへの取組の充実

	23
	不登校児童の中には、勉強についていけない不安やストレスが原因で不登校になり、自分では解決できずに長引いてしまい学校に復帰できない児童が多い。解決しようと気力のある子どもたちのために、小学校のはじめから学習を学び直せるように映像授業を充実してほしい。

	各学校では、個に応じた指導の充実を図っています。放課後には地域と連携した学習教室を実施している学校もあり、基礎的な学力の定着を図る取組を推進しています。また、学校以外にも適応指導教室などの学習の場を設け、学習に不安があり登校が困難な児童・生徒への支援を行っています。　
今後、１人１台貸与されているタブレットパソコンを活用し、個に応じた学習のさらなる充実について検討していきます。
	○






	24

	日本語の知識が全くない状況で異文化の学校生活に入る子どもたちと、それを迎える学校側の負担の軽減のために、就学前に学校生活に必要な最低限の日本語やルールを学べる場の必要性を強く感じている。
入国から数か月間も学校に入れない子もいると聞く。そのような子どもだけに限らず、２，３か月間集中的に学校生活に必要な最低限の日本語やルールを学べる教室に通ってから、それぞれの学校に通う方が子どもの負担も少なく、学校側もスムーズに受け入れられると思う。
同時に保護者への説明会、例えば言語別（中国語、英語の通訳付き、またはやさしい日本語）での開催ができれば、学校への誤解やトラブルの軽減にもつながるのではないか。
	区では、様々な家庭環境で育つ子どもたちへの支援を重点施策として掲げており、日本語指導が必要な児童・生徒に対して、日本語等指導講師を学校に派遣するなどの支援を行っています。来日した児童・生徒が速やかに支援を受けられるように、日本語能力のアセスメントや、日本の学校生活の理解、区立学校への入学後の支援の充実について、検討していきます。
また、保護者に対しては、転入などに係る学校との個別面談の際に、小中学校全校に配備している翻訳機を活用したり、区の通訳ボランティアを派遣したりして、学校とのやり取りがスムーズにできるようにしています。

	○

	
25
	翻訳機の導入により、先生や児童・生徒は意思疎通がしやすくなったと思うが、日常のちょっとした会話でも翻訳機を使うことで、子どもたちが日本語を話したい、学びたい、習得する必要がある、と感じることが減っているのではないかと危惧している。子どもたちの日本語力を伸ばす環境作りのため、翻訳機の使い方の検討が必要だと思う。
	区では、翻訳機を区立小中学校全校に配備しています。翻訳機により、児童・生徒およびその保護者と、学校の教職員がコミュニケーションを取りやすくなったという声を聞いています。日本語指導が必要な児童・生徒が充実した学校生活を送り、学校の授業を理解できるように、翻訳機などの活用を含め、日本語指導の充実について、検討していきます。
	○

	26
	外国人の子どもは義務教育の対象ではないとはいえ、教育を受ける権利がある。
練馬区の子どもの1割については就学の有無が確認できていないと報告しながら、対策は多言語の書状を出して、実態解明するだけとは残念である。訪問調査などをすることを強く求める。
	就学先不明の子どもについては、子ども家庭支援センターと共有し、訪問も含めて必要に応じた調査を行っています。外国籍の子どもに対しても令和６年度から状況により訪問を行うことで就学先の把握に努めています。

	□







	27
	各学校の日本語講師は、自身の指導法や子どもへの対応に不安を感じても相談できる場がない。子どもへの指導法を学べる機会や意見交換会の場を作ってほしい。

	日本語等指導講師の登録条件として、日本語教育能力検定合格者、日本語教師養成講座420時間修了者などの専門性を求めています。東京都主催する研修会など有益な機会がある場合は、積極的にご案内させていただきます。
	□

	28
	「日本語の習得が不十分で学習に支障がある海外帰国児童・生徒および外国籍児童・生徒等を対象に、日本語への不安を取り除き、学校生活への適応を図るために、小・中学校に日本語等指導講師を派遣し、個別指導を行います。また、地域振興課が実施している「こども日本語教室」との連携を図っていきます。」とあるが、主体的な責任を持つ部署はどこか。この教室では常に定員オーバーで受講待ちの子どもがいる状況である。子どもの学ぶ権利が行使できない状況を抜本的に解決する施策こそが求められている。

	教育指導課が実施する①小・中学校への日本語等指導講師の派遣と、地域振興課が実施する②こども日本語教室は別の事業であり、それぞれの部署が責任をもって実施しています。さらに、令和７年度からは従前の運営を改め、共通のテキストで相互の進捗を確認しあいながら学習指導を進めるなど連携を図ることで、児童・生徒の支援を強化していきます。
こども日本語教室については、コロナ禍以降、感染症対策などのため参加をお待ちいただくこともありましたが、令和６年12月末日時点で申し込みのあった全ての方にご参加いただいています。
	○

	
29
	小・中学校で日本語等指導講師から指導を受講できる時間を増やすよう要望する。目標は一人ひとりが学校の学習に必要な日本語を身につけるのに必要な時間数だけ、校内で指導講師に教えてもらえることである。

	これまで日本語等指導講師による指導時間は原則80時間で、必要が認められる中学生については追加で40時間、合計120時間の指導が可能でした。令和７年度からは、中学生の追加指導時間を80時間、合計160時間とすることで言語習得の支援を強化します。指導時間の延長については、小学生を含め引き続き検討します。
	□

	その他

	[bookmark: _Hlk190698833]30
	杉並区では、夏休みの宿題ワークなどの備品は、家庭での負担はなかった。
練馬区でも同様にしてほしい。

	令和６年度に策定するガイドラインに基づき公費で購入する学用品の対象を一部拡大し、保護者負担を軽減しますが、夏休みの宿題ワークについては、児童・生徒個人の所有物になることから、保護者負担としています。
	※





	31
	杉並区の学校では夏場水筒が足りなくなった場合に、冷たい水を飲むために冷水機を利用していたらしい。
練馬区の学校では冷水機が使えず、水筒で足りなかった時は水道のぬるい水をのんでいるようで、水筒を２本もたせるなどしか対策ができない。熱中症対策として清潔な冷水機を設置してほしい。
	各校の実情、必要に応じて、冷水機の設置、更新を行っていきます。
	□

	[bookmark: _Hlk190698842]32
	学校によって、各教室に空気清浄機が設置されている学校、そうでない学校があり、環境格差があるのであれば是正すべきである。
	空気清浄機の設置については、各校における換気状況やその他設備の設置状況などを総合的に考慮して各校が個別に判断をしています。
	△

	33
	学校安全対策において“ひまわり110番”事業を見直すべきである。個人情報の取り扱い等問題がある点が散見される。

	ひまわり110番は、学校やPTA、地域の防犯組織などの実施団体が、緊急避難所の設置などの運営を行っています。区では、「個人情報保護の手引き」を区立の全小中学校のPTAと学校長に送付するとともに、定期的に校長会やPTA連合協議会で注意点などを周知しています。個人情報は、各実施団体において、適切に管理されているものと認識しています。
今後も、機会を捉えて、個人情報の適正な管理について、実施団体へ周知していきます。
	□

















５　子 (こ)どもからの意見 (いけん)（要旨 (ようし)）と区 (く)の考 (かんが)え方 (かた)
	№ (なんばー)
	意見 (いけん)の概要 (がいよう)
	区 (く)の考 (かんが)え方 (かた)
	対応 (たいおう)
区分 (くぶん)

	第３章 (だい　しょう)　教育 (きょういく)施策 (しさく)の具体的 (ぐたいてき)な展開 (てんかい)

	取組 (とりくみ)の視点 (してん)１　教育 (きょういく)の質 (しつ)の向上 (こうじょう)

	１
	英語 (えいご)が中学 (ちゅうがく)になると急 (きゅう)に難 (むずか)しくなると聞 (き)いた。
小学校 (しょうがっこう)でしっかり単語 (たんご)や文法 (ぶんぽう)を教 (おし)えてほしい。

	小学校 (しょうがっこう)では、外国語 (がいこくご)を聞 (き)いたり話 (はな)したりすることを通 (とお)して、積極的 (せっきょくてき)にコミュニケーションをとることが目標 (もくひょう)です。中学校 (ちゅうがっこう)では、小学校 (しょうがっこう)で学 (まな)んだ単語 (たんご)や表現 (ひょうげん)を使 (つか)って、さらに文法 (ぶんぽう)を学 (まな)びます。そのため、小学校 (しょうがっこう)での外国語 (がいこくご)の授業 (じゅぎょう)に積極的 (せっきょくてき)に参加 (さんか)することで、中学校 (ちゅうがっこう)での英語 (えいご)の勉強 (べんきょう)がもっと充実 (じゅうじつ)します。学習 (がくしゅう)で不安 (ふあん)になることがありましたら、学校 (がっこう)の先生 (せんせい)に相談 (そうだん)してください。
	□




	２
	学校 (がっこう)の授業内 (じゅぎょうない)でタブレットを活用 (かつよう)する場面 (ばめん)が月 (つき)1回 (かい)よりも少 (すく)なく、必要 (ひつよう)なときに持 (も)ってくる生徒 (せいと)が少 (すく)ないのが現状 (げんじょう)である。充電 (じゅうでん)保管庫 (ほかんこ)を全 (まった)く使 (つか)わないのではなく、使 (つか)うクラスを決 (き)めて使 (つか)ったり、設置数 (せっちすう)を増 (ふ)やしたりして改善 (かいぜん)してほしい。

	教育 (きょういく)委員会 (いいんかい)では、タブレットパソコンを使 (つか)った授 (じゅ)業 (ぎょう)をもっと積 (せっ)極 (きょく)的 (てき)に行 (おこな)うよう、学校 (がっこう)にお願 (ねが)いしています。タブレットパソコンは、家庭 (かてい)での学習 (がくしゅう)のために家 (いえ)に持 (も)ち帰 (かえ)ることが基本 (きほん)になっています。授業 (じゅぎょう)で必要 (ひつよう)なときには学校 (がっこう)に持 (も)ってきます。そのため、充電 (じゅうでん)は家 (いえ)で行 (おこな)うこととしていますが、学校 (がっこう)にもバッテリーが切 (き)れたときや一時的 (いちじてき)に保管 (ほかん)するための充電 (じゅうでん)保管庫 (ほかんこ)が設置 (せっち)されています。なお、充電 (じゅうでん)保管庫 (ほかんこ)を増 (ふ)やすことを計画 (けいかく)しています。利用 (りよう)方法 (ほうほう)については、学校 (がっこう)の先生 (せんせい)に相談 (そうだん)してみてください。
	△

	３
	スタディサプリのサービスはとても良 (よ)いと感 (かん)じている。他校 (たこう)の友達 (ともだち)に聞 (き)くと導 (どう)入 (にゅう)されていないと言 (い)われたので、もし本当 (ほんとう)に導入 (どうにゅう)されていないのであれば中 (ちゅう)学 (がく)３年 (ねん)生 (せい)だけにでも今 (いま)すぐに導入 (どうにゅう)してほしい。来年度 (らいねんど)以降 (いこう)も是 (ぜ)非 (ひ)続 (つづ)けてほしいし、学校 (がっこう)の自習 (じしゅう)時間 (じかん)などに活用 (かつよう)を呼 (よ)びかけていくと良 (よ)いと思 (おも)う。
	区 (く)では、小学校 (しょうがっこう)に「ミライシード」、中学校 (ちゅうがっこう)に「e (イー)ライブラリ」という学習 (がくしゅう)を助 (たす)けるサービスを使 (つか)っています。これからも、みなさんの学 (がく)習 (しゅう)に役 (やく)に立 (た)つソフトの利 (り)用 (よう)について考 (かんが)えていきます。
	□




	４
	学校 (がっこう)のタブレットは壊 (こわ)れやすいので、より頑丈 (がんじょう)なものにしてほしい。

	今 (いま)使 (つか)っているタブレットパソコンは、LTE (エルティーイー)ドングルが壊 (こわ)れやすいという問題 (もんだい)があります。そこで、学校 (がっこう)のネットワークをWi-Fi (ワイファイ)化 (か)（無線化 (むせんか)）して、ドングルがいらないタブレットパソコンに変 (か)えるなど、新 (あたら)しいタブレットパソコンは、使 (つか)いやすくて壊 (こわ)れにくいものを選 (えら)びます。
ご意 (い)見 (けん)を踏 (ふ)まえて、このことが分 (わ)かるように、追記 (ついき)します。
	◎

	５
	昨年度 (さくねんど)、問 (と)い合 (あ)わせたときに「タブレットを活用 (かつよう)した授業 (じゅぎょう)を工夫 (くふう)する...」のように回答 (かいとう)されたと思 (おも)うが、どのように工夫 (くふう)していくのかを具体的 (ぐたいてき)に教 (おし)えてほしい。

	みなさんが興味 (きょうみ)や関心 (かんしん)をもって、目標 (もくひょう)に向 (む)かって楽 (たの)しく学 (まな)べるように、動画 (どうが)や音声 (おんせい)の教材 (きょうざい)、一人 (ひとり)ひとりの学習 (がくしゅう)の進 (すす)み具 (ぐ)合 (あい)に合 (あ)ったデジタルドリルなどを使 (つか)っていきます。
また、学校 (がっこう)や学年 (がくねん)によってスライドを一緒 (いっしょ)に作 (つく)ったり、デジタルホワイトボードで意見 (いけん)を交換 (こうかん)したりして、みんなで学 (まな)び合 (あ)うことができるように工夫 (くふう)しています。
これからもみなさんが自分 (じぶん)の力 (ちから)を発揮 (はっき)して意欲 (いよく)をもって学 (まな)ぶことができるように取組 (とりくみ)を進 (すす)めていきます。
	□

	６
	教科書 (きょうかしょ)を持 (も)ち帰 (かえ)るのが大変 (たいへん)なので、学習者用 (がくしゅうしゃよう)デジタル教科書 (きょうかしょ)を増 (ふ)やしてほしい。

	現在 (げんざい)は、小学 (しょうがく)５年生 (ねんせい)から中学 (ちゅうがく)３年生 (ねんせい)までの英語 (えいご)と、算数 (さんすう)・数学 (すうがく)　（一部 (いちぶ)の学校 (がっこう)）でデジタル教科書 (きょうかしょ)を使 (つか)っています。他 (ほか)の教科 (きょうか)については、国 (くに)の方針 (ほうしん)に合 (あ)わせて考 (かんが)えていきます。
	△

	７
～
８
	学校 (がっこう)で使用 (しよう)するタブレットパソコンをApple (アップル)製品 (せいひん)にしてほしい。
（他 (ほか)同意 (どうい)見 (けん)　１件 (けん)）

	タブレットパソコンを選 (えら)ぶときは、授業 (じゅぎょう)での使 (つか)いやすさや壊 (こわ)れにくさ、キーボードの有無 (うむ)、費用 (ひよう)などを考 (かんが)えて選 (えら)びます。これからも同 (おな)じような考 (かんが)え方 (かた)で選 (えら)んでいきます。
	△

	９
	提出物 (ていしゅつぶつ)などのデジタル化 (か)・小 (しょう)テストのGoogleForms (グーグルフォーム)（ロックモード）化 (か)などを区 (く)が積極的 (せっきょくてき)に呼 (よ)びかけると良 (よ)いと思 (おも)う。教員 (きょういん)の働 (はたら)き方 (かた)改革 (かいかく)にも繋 (つな)がり、生徒 (せいと)のデジタル活用 (かつよう)にもつながる。小 (しょう)テストをタブレットでやっていけば、成績 (せいせき)にも関 (かか)わるため、持 (も)ってくる人 (ひと)が増 (ふ)えるだろう。
	各学校 (かくがっこう)でICT (アイシーティー)（パソコンやタブレットパソコンなど）を使 (つか)って、効果的 (こうかてき)に学 (まな)べる授 (じゅ)業 (ぎょう)ができるように、区 (く)では先生 (せんせい)たちの研修 (けんしゅう)を充実 (じゅうじつ)し、ICT (アイシーティー)支援員 (しえんいん)が先生 (せんせい)たちをサポートしています。
先生 (せんせい)たちが、授業 (じゅぎょう)などのいろいろな場面 (ばめん)で、ICT (アイシーティー)をうまく使 (つか)うことができるように、これからもさらに工夫 (くふう)していきます。
ご意見 (いけん)を踏 (ふ)まえて、このことが分 (わ)かるように、追記 (ついき)します。
	◎

	10
	ドングルだと動画 (どうが)が見 (み)られないので、規制 (きせい)を緩 (ゆる)くしてほしい。無理 (むり)だったら、学校 (がっこう)全体 (ぜんたい)のWi-Fi (ワイファイ)環境 (かんきょう)を整 (ととの)えてほしい。

	学校 (がっこう)のWi-Fi (ワイファイ)化 (か)は、中学校 (ちゅうがっこう)は令和 (れいわ)６年度 (ねんど)に、小学校 (しょうがっこう)は令和 (れいわ)７年度 (ねんど)に整備 (せいび)する予定 (よてい)です。インターネットのつながりを安定 (あんてい)させて、授業 (じゅぎょう)がうまく進 (すす)むように工夫 (くふう)をしていきます。
	〇

	11
	学校 (がっこう)司書 (ししょ)を配置 (はいち)することで、より充実 (じゅうじつ)した読書 (どくしょ)ができて読解力 (どっかいりょく)がつくので、良 (よ)いと思 (おも)う。
	学校 (がっこう)司書 (ししょ)を配置 (はいち)して、学校 (がっこう)の読書 (どくしょ)活動 (かつどう)や学校 (がっこう)図書館 (としょかん)がもっと充実 (じゅうじつ)するように取 (と)り組 (く)んでいきます。
みなさんも調 (しら)べ学 (がく)習 (しゅう)や読書 (どくしょ)活動 (かつどう)で積 (せっ)極 (きょく)的 (てき)に使 (つか)ってください。
	○




	12
	良 (よ)い先生 (せんせい)が増 (ふ)えてほしい。
	区 (く)では、先生 (せんせい)たちの授業 (じゅぎょう)が上手 (じょうず)になるように、またみなさんの気 (き)持 (も)ちに寄 (よ)り添 (そ)った指 (し)導 (どう)ができるように、たくさんの勉強会 (べんきょうかい)を開 (ひら)いています。これからもたくさんの勉強会 (べんきょうかい)を開 (ひら)いて、良 (よ)い先 (せん)生 (せい)が増 (ふ)えるよう取 (と)り組 (く)んでいきます。
	○

	13
	若手 (わかて)教員 (きょういん)の教育 (きょういく)内容 (ないよう)を見直 (みなお)してほしい。
	先生 (せんせい)たちの経験 (けいけん)年数 (ねんすう)に合 (あ)わせて必 (ひつ)要 (よう)な能力 (のうりょく)を育 (そだ)てるために、勉 (べん)強 (きょう)会 (かい)を開 (ひら)いています。また、先生 (せんせい)への個別 (こべつ)の指導 (しどう)や助言 (じょげん)を行う教育 (きょういく)アドバイザーによる育成 (いくせい)も行 (おこな)っています。これからもより良 (よ)い勉 (べん)強 (きょう)会 (かい)を開 (ひら)いて、先生 (せんせい)の資質 (ししつ)・能力 (のうりょく)の向上 (こうじょう)を目 (め)指 (ざ)しています。
	○

	14
	教室 (きょうしつ)のエアコンが壊 (こわ)れている。不具合 (ふぐあい)が出 (で)たらすぐに修理 (しゅうり)するか、新 (あたら)しいものにしてほしい。
	エアコンが壊 (こわ)れた時 (とき)は、できるだけ早 (はや)く修 (しゅう)理 (り)するようにしていますが、壊 (こわ)れた原 (げん)因 (いん)を確認 (かくにん)したり、部品 (ぶひん)を取 (と)り寄 (よ)せたりするのに時間 (じかん)がかかってしまうことがあります。普通 (ふつう)教室 (きょうしつ)のエアコンは古 (ふる)くなっているので、令 (れい)和 (わ)７年 (ねん)度 (ど)から３年 (ねん)かけて新 (あたら)しくしていきます。
	□




	取組 (とりくみ)の視点 (してん)２　家庭 (かてい)や地域 (ちいき)と連携 (れんけい)した教育 (きょういく)の推進 (すいしん)

	15
	不審者 (ふしんしゃ)対策 (たいさく)が作 (つく)られると安心 (あんしん)する。
	学校 (がっこう)に不審者 (ふしんしゃ)が入 (はい)らないように、また万 (まん)が一 (いち)入 (はい)ってきても被害 (ひがい)が出 (で)ないように、教育 (きょういく)委員会 (いいんかい)の学校 (がっこう)防犯 (ぼうはん)指導員 (しどういん)が、先生 (せんせい)や保護者向 (ほごしゃむ)けに、不 (ふ)審 (しん)者 (しゃ)に対応 (たいおう)するための訓練 (くんれん)をしています。
また、学校 (がっこう)防犯 (ぼうはん)指導員 (しどういん)が、過去 (かこ)に不審者 (ふしんしゃ)が出 (で)た場 (ば)所 (しょ)を中心 (ちゅうしん)に定期的 (ていきてき)に見 (み)回 (まわ)りをして、見 (み)守 (まも)りの強化 (きょうか)をしています。
もし、不安 (ふあん)に思 (おも)うところがあったら、保護者 (ほごしゃ)や学校 (がっこう)の先生 (せんせい)に相談 (そうだん)してください。
	○

	取組 (とりくみ)の視点 (してん)３　支援 (しえん)が必要 (ひつよう)な子 (こ)どもたちへの取組 (とりくみ)の充実 (じゅうじつ)

	16
	学校 (がっこう)でもいろいろなことを支援 (しえん)していたことが分 (わ)かった。ヤングケアラーを学校 (がっこう)で探 (さが)していたことが意外 (いがい)だった。

	ヤングケアラーを早 (はや)く見 (み)つけて、お手伝 (てつだ)いをしてくれる様々 (さまざま)な人 (ひと)がしっかりとサポートするために、学校 (がっこう)とスクールソーシャルワーカーがさらに協力 (きょうりょく)します。
	〇

	その他 (た)

	17
	朝 (あさ)登校 (とうこう)班 (はん)で集団 (しゅうだん)登校 (とうこう)する際 (さい)、危険 (きけん)に感 (かん)じる横断 (おうだん)歩道 (ほどう)があるので児童 (じどう)擁護員 (ようごいん)の増員 (ぞういん)を希望 (きぼう)する。

	区 (く)では、学校 (がっこう)や保護者 (ほごしゃ)のみなさんと一緒 (いっしょ)に、警察 (けいさつ)や道路 (どうろ)の管理者 (かんりしゃ)と協 (きょう)力 (りょく)して、毎年 (まいとし)、通学 (つうがく)路 (ろ)の安全 (あんぜん)点検 (てんけん)をしています。危 (あぶ)ない場 (ば)所 (しょ)があれば、通 (つう)学 (がく)の時 (とき)に指導員 (しどういん)を置 (お)くことも考 (かんが)えます。
まずは、危 (あぶ)ない場 (ば)所 (しょ)について学校 (がっこう)に相談 (そうだん)してください。
	○




	
18
	生徒用 (せいとよう)プリンターを使 (つか)える部屋 (へや)を用 (よう)意 (い)してほしい。現段階 (げんだんかい)では教員 (きょういん)にお願 (ねが)いをして必要 (ひつよう)なものを印刷 (いんさつ)しているが、配布物 (はいふぶつ)などを作 (つく)る際 (さい)にレイアウトを確認 (かくにん)したいと思 (おも)ったとき少 (すこ)し不 (ふ)便 (べん)なので、すぐに使 (つか)えるプリンターがあると助 (たす)かる。
	授業 (じゅぎょう)の内容 (ないよう)にも関係 (かんけい)することですので、生徒用 (せいとよう)プリンターの必要性 (ひつようせい)については、学校 (がっこう)とも相談 (そうだん)して考 (かんが)えていきます。
	△

	19
	修学 (しゅうがく)旅行 (りょこう)の準備 (じゅんび)段階 (だんかい)・運動会 (うんどうかい)練習 (れんしゅう)・合唱 (がっしょう)コンクール練習 (れんしゅう)などでタブレットをたくさん活用 (かつよう)し、とても役 (やく)に立 (た)ったし便利 (べんり)だったのでよかった。その際 (さい)に変換 (へんかん)アダプターを借 (か)りるのが手間 (てま)だったため自分 (じぶん)の変換 (へんかん)アダプターを買 (か)った。次期 (じき)導入 (どうにゅう)のものにはHDMI (エイチディーエムアイ)端子 (たんし)がついているものだとよいと思 (おも)った。もしくは、教室用 (きょうしつよう)の大型 (おおがた)提示 (ていじ)装置 (そうち)が電子 (でんし)黒板 (こくばん)だとtype-c (タイプシー)のケーブルで接続 (せつぞく)できるので良 (よ)いと思 (おも)う。
	新 (あたら)しいタブレットパソコンは、授 (じゅ)業 (ぎょう)での活用 (かつよう)を考 (かんが)えて使 (つか)いやすくて壊 (こわ)れにくいものを選 (えら)びます。
	△

	20
	ブラウザの通知 (つうち)機能 (きのう)をオンにすることは危険性 (きけんせい)もあるかもしれないが、Classroom (クラスルーム)などをいちいち開 (ひら)いて確認 (かくにん)するのは手間 (てま)がかかるので、Gmail (ジーメール)のClassroom (クラスルーム)通知 (つうち)のみ開放 (かいほう)もしくはデバイスに対 (たい)してClassroom (クラスルーム)の通知 (つうち)が来 (く)るようになると使 (つか)いやすいと思 (おも)う。

	みなさんの情報 (じょうほう)を安全 (あんぜん)に守 (まも)るため、メール機能 (きのう)は使用 (しよう)できなくなっています。そのため、メールを使 (つか)った通 (つう)知 (ち)機 (き)能 (のう)も使 (つか)えなくなっています。
	－




	21
	ブラウザの設定 (せってい)・夜間 (やかん)モードの設定 (せってい)を開 (かい)放 (ほう)してほしい。ブラウザの設定 (せってい)のフォントを変 (か)えて、UD (ユーディ)デジタル教科 (きょうか)書 (しょ)体 (たい)にできるようにすると、ディスレクシアの生徒 (せいと)などにも効果的 (こうかてき)であるし、一般 (いっぱん)生徒 (せいと)にもとても読 (よ)みやすい。ドキュメントでもUD (ユーディ)デジタル教科 (きょうか)書体 (しょたい)が使 (つか)えるようになるので教員側 (きょういんがわ)にもメリットが有 (あ)るのではないかと思 (おも)う。
	タブレットパソコンの夜間 (やかん)モードは手動 (しゅどう)で設定 (せってい)できます。設定 (せってい)画面 (がめん)は、設定 (せってい)を変 (か)えると予想 (よそう)していないトラブルが起 (お)こり、授業 (じゅぎょう)に問題 (もんだい)が起 (お)きるかもしれないので、開放 (かいほう)はしていません。
UD (ユーディ)デジタル教科 (きょうか)書体 (しょたい)についてのご意 (い)見 (けん)は、これから考 (かんが)えていきます。
	△

	
22
	タブレットのデータが、６年生 (ねんせい)になると消 (き)えてしまうことなど、タブレットについて相談 (そうだん)できれば良 (よ)いと思 (おも)う。

	タブレットパソコンの使 (つか)い方 (かた)などは、学校 (がっこう)の先生 (せんせい)に相談 (そうだん)してみてください。
学 (がっ)校 (こう)からの意 (い)見 (けん)や要 (よう)望 (ぼう)をもとに教 (きょう)育 (いく)委 (い)員 (いん)会 (かい)で対 (たい)応 (おう)を考 (かんが)えていきます。
	△

	23
	修学 (しゅうがく)旅行 (りょこう)にタブレットを持 (も)っていっている学校 (がっこう)があり、羨 (うらや)ましかった。学校 (がっこう)によって対応 (たいおう)を変 (か)えないでほしい。

	学習 (がくしゅう)方法 (ほうほう)については、みなさんの学習 (がくしゅう)の状況 (じょうきょう)に合 (あ)わせて学 (がっ)校 (こう)が判断 (はんだん)して実施 (じっし)しています。そのため、学校 (がっこう)ごとに対応 (たいおう)が違 (ちが)う場 (ば)合 (あい)もあります。学校 (がっこう)の先生 (せんせい)に相談 (そうだん)してみてください。
	△




	24
	漫画 (まんが)のバリエーションを増 (ふ)やしてほしい。
	学校 (がっこう)・図書館 (としょかん)・児童館 (じどうかん)などの本 (ほん)は、それぞれの施設 (しせつ)の状況 (じょうきょう)に応 (おう)じて選 (えら)び、購入 (こうにゅう)しています。
これからも子 (こ)どもたちの意見 (いけん)を聴 (き)きながら、充実 (じゅうじつ)させていきます。読 (よ)みたい本 (ほん)を全 (ぜん)部 (ぶ)揃 (そろ)えることは難 (むずか)しいですが、読 (よ)みたい本 (ほん)があったら、それぞれの施設 (しせつ)の人 (ひと)に相談 (そうだん)してみてください。
	□

	25
	図書室 (としょしつ)の広 (ひろ)さ、本 (ほん)の種類 (しゅるい)から考 (かんが)えて今 (いま)の時点 (じてん)でかなり充実 (じゅうじつ)している。

	これからも、学校 (がっこう)図書 (としょ)の充実 (じゅうじつ)に努 (つと)めていきますので、ぜひ利用 (りよう)をしていってください。
	□

	26
	卓球 (たっきゅう)台 (だい)で練習 (れんしゅう)できるようにしてほしい。

	学校 (がっこう)で必要 (ひつよう)なものは、区 (く)から各学校 (かくがっこう)に配 (くば)られているお金 (かね)で買 (か)っています。
買 (か)ったものの使 (つか)い方 (かた)については、学校 (がっこう)を運営 (うんえい)する適切 (てきせつ)な範囲 (はんい)で、使 (つか)うことができます。
卓球 (たっきゅう)台 (だい)の利用 (りよう)については、学校 (がっこう)の先生 (せんせい)に提案 (ていあん)してみてください。
	△

	27
	校庭 (こうてい)に、グランドピアノをおいてほしい。

	雨風 (あめかぜ)に触 (ふ)れることで故障 (こしょう)してしまうため、校庭 (こうてい)にグランドピアノを置 (お)いていません。音楽室 (おんがくしつ)や体育館 (たいいくかん)など室内 (しつない)で使用 (しよう)するようにしています。
	△

	28
	学校 (がっこう)の一輪車 (いちりんしゃ)に壊 (こわ)れているものがあるので、修理 (しゅうり)してほしい。

	学校 (がっこう)で使 (つか)う道 (どう)具 (ぐ)は、各学校 (かくがっこう)で修理 (しゅうり)をします。壊 (こわ)れて使 (つか)えないものがあったら、学校 (がっこう)の先生 (せんせい)に相談 (そうだん)してください。
	△




	29
	学校 (がっこう)でうさぎを飼 (か)いたい。

	学校 (がっこう)でうさぎを飼 (か)いたい場 (ば)合 (あい)は、先生 (せんせい)に相談 (そうだん)してみてください。学校 (がっこう)でうさぎを飼 (か)うのに困 (こま)らないように、区内 (くない)の獣医 (じゅうい)さんの協 (きょう)力 (りょく)を得 (え)ることができます。
	△

	30
	プールに浮 (う)き輪 (わ)がほしい。

	学校 (がっこう)では、水泳 (すいえい)学習 (がくしゅう)のねらいに合 (あ)わせて補 (ほ)助 (じょ)具 (ぐ)を工夫 (くふう)して授業 (じゅぎょう)を行 (おこな)っています。浮 (う)き輪 (わ)は、他 (ほか)の補助 (ほじょ)具 (ぐ)に比 (くら)べ、泳 (およ)ぎ方 (かた)を覚 (おぼ)えるのが難 (むずか)しかったり、管理 (かんり)が大変 (たいへん)だったりするので授業 (じゅぎょう)での使用 (しよう)は難 (むずか)しいです。学校 (がっこう)によっては、浮 (う)き輪 (わ)に近 (ちか)いヘルパーという浮 (う)き具 (ぐ)を使用 (しよう)して水泳 (すいえい)指導 (しどう)を行 (おこな)っています。
	□

	[bookmark: _Hlk190698876]31
	プールにジャンプ台 (だい)を作 (つく)ってほしい。
	学校 (がっこう)では、水泳 (すいえい)学習 (がくしゅう)のねらいに応 (おう)じて水 (すい)泳 (えい)指 (し)導 (どう)を行 (おこな)っています。事故 (じこ)を防 (ふせ)ぐために、水 (みず)の中 (なか)からスタートすることにしているので、ジャンプ台 (だい)を作 (つく)ることは難 (むずか)しいですが、水泳 (すいえい)の授業 (じゅぎょう)が充実 (じゅうじつ)したものになるように取 (と)り組 (く)んでいきます。
	－

	32～33
	学校 (がっこう)の水道 (すいどう)でお湯 (ゆ)を出 (だ)してほしい。
（他 (ほか)同意 (どうい)見 (けん)　１件 (けん)）

	特別 (とくべつ)教室 (きょうしつ)のような必要 (ひつよう)な教室 (きょうしつ)には、蛇口 (じゃぐち)から温 (あたた)かいお湯 (ゆ)が出 (で)るようにしています。
	□

	34～40
	校庭 (こうてい)に遊具 (ゆうぐ)を増 (ふ)やしてほしい。
（他 (ほか)同意 (どうい)見 (けん)　６件 (けん)）

	全 (ぜん)小学校 (しょうがっこう)には遊具 (ゆうぐ)がありますが、遊具 (ゆうぐ)が壊 (こわ)れたり、古 (ふる)くなって使 (つか)いづらくなったときや、学校 (がっこう)を建 (た)て替 (か)えるときに、新 (あたら)しい遊具 (ゆうぐ)にしています。
	△




	41
	校庭 (こうてい)を広 (ひろ)くしてほしい。

	学校 (がっこう)の建 (た)て替 (か)えに合 (あ)わせて、教室 (きょうしつ)、体育館 (たいいくかん)、廊下 (ろうか)、トイレなどを広 (ひろ)くしています。そのため、校舎 (こうしゃ)の面積 (めんせき)が大 (おお)きくなりますが、学校 (がっこう)の土地 (とち)は広 (ひろ)げられないので、校庭 (こうてい)を今 (いま)までの広 (ひろ)さにするための工夫 (くふう)をしています。
　建 (た)て替 (か)えの時 (とき)には、小学校 (しょうがっこう)は100メートルトラック、50メートル直線 (ちょくせん)走路 (そうろ)、中学校 (ちゅうがっこう)は150メートルトラック、100メートル直線 (ちょくせん)走路 (そうろ)ができるように考 (かんが)えていきます。
	△

	[bookmark: _Hlk190698909]42
	登校 (とうこう)時間前 (じかんまえ)に校庭 (こうてい)で遊 (あそ)んでも良 (よ)い時間 (じかん)がほしい。
	みなさんが登校 (とうこう)時間前 (じかんまえ)に安全 (あんぜん)に過 (す)ごすための方法 (ほうほう)について、これから検討 (けんとう)をしていきます。
	△

	43
	屋上 (おくじょう)で遊 (あそ)べる時間 (じかん)を長 (なが)くしてほしい。
	屋上 (おくじょう)で遊 (あそ)べる時 (じ)間 (かん)については、各学校 (かくがっこう)で決 (き)めていますので、直接 (ちょくせつ)、学校 (がっこう)の先生 (せんせい)に相談 (そうだん)してみてください。
	△

	44
	教室 (きょうしつ)を広 (ひろ)くしてほしい。

	学校 (がっこう)の建 (た)て替 (か)えに合 (あ)わせて、教 (きょう)室 (しつ)・体育館 (たいいくかん)・廊下 (ろうか)・トイレなどは広 (ひろ)くしていきます。
	△

	45
	教室 (きょうしつ)が寒 (さむ)いので、床 (ゆか)暖房 (だんぼう)などの防寒 (ぼうかん)設備 (せつび)を整 (ととの)えてほしい。
また、学校 (がっこう)に足湯 (あしゆ)があると良 (よ)い。
	床 (ゆか)暖房 (だんぼう)・足湯 (あしゆ)の設置 (せっち)は、維持費 (いじひ)の高 (たか)さや設置 (せっち)場所 (ばしょ)、衛生面 (えいせいめん)に課題 (かだい)があり難 (むずか)しいですが、今 (こん)後 (ご)古 (ふる)くなった教室 (きょうしつ)のエアコンを新 (あたら)しくしていきます。今後 (こんご)もみなさんが快適 (かいてき)に過 (す)ごせるように、学校 (がっこう)の環境 (かんきょう)を改善 (かいぜん)していきます。
	○




	46
	学校 (がっこう)に飲食 (いんしょく)ができる場所 (ばしょ)を作 (つく)ってほしい。

	給食 (きゅうしょく)と水分 (すいぶん)補給 (ほきゅう)以外 (いがい)で食事 (しょくじ)をする機会 (きかい)はあまりないと思 (おも)います。そのため、飲食 (いんしょく)できる場所 (ばしょ)を作 (つく)る必 (ひつ)要 (よう)はないと考 (かんが)えますが、みなさんの意見 (いけん)を大切 (たいせつ)にしながら、今後 (こんご)も学校 (がっこう)の環境 (かんきょう)を考 (かんが)えていきます。
	△

	47
	給食 (きゅうしょく)をもっと美味 (おい)しく食 (た)べたい。
	各校 (かくこう)では栄養 (えいよう)教諭 (きょうゆ)・栄養士 (えいようし)が、学校 (がっこう)給食 (きゅうしょく)の基準 (きじゅん)を満 (み)たす、栄養 (えいよう)のバランスを整 (ととの)えた献立 (こんだて)を作 (つく)るようにしています。手 (て)作 (づく)りで素材 (そざい)のおいしさを生 (い)かしたおいしい給 (きゅう)食 (しょく)を心 (こころ)がけています。
	△

	48
～52
	給食 (きゅうしょく)で肉 (にく)やケーキを増 (ふ)やしてほしい。
（他 (ほか)同意 (どうい)見 (けん)　４件 (けん)）

	各校 (かくこう)では、決 (き)められた一 (いっ)食 (しょく)単 (たん)価 (か)の中 (なか)で栄養 (えいよう)のバランスを整 (ととの)えた献 (こん)立 (だて)を考 (かんが)えています。
極端 (きょくたん)に肉 (にく)やケーキの回数 (かいすう)を増 (ふ)やすことは難 (むずか)しいですが、みなさんのリクエストを取 (と)り入 (い)れおいしい給食 (きゅうしょく)の提供 (ていきょう)を心 (こころ)がけていきます。
	△

	53
	中学校 (ちゅうがっこう)の給食 (きゅうしょく)の時間 (じかん)が短 (みじか)いので改善 (かいぜん)を求 (もと)める。時間 (じかん)がなく、残 (のこ)す人 (ひと)が多 (おお)い。
また、胃 (い)にも負担 (ふたん)がかかっている。

	給食 (きゅうしょく)の時間 (じかん)は、区 (く)が全 (ぜん)校 (こう)合 (あ)わせて決 (き)めているものではなく、各 (かく)学 (がっ)校 (こう)で決 (き)めています。給 (きゅう)食 (しょく)時 (じ)間 (かん)など学 (がっ)校 (こう)生 (せい)活 (かつ)の見 (み)直 (なお)しについては、生徒会 (せいとかい)などで提案 (ていあん)してみてください。
	△




	54～59
	夏休 (なつやす)みや冬休 (ふゆやす)みなどの、休 (やす)みを長 (なが)くしてほしい
（他 (ほか)同意 (どうい)見 (けん)　５件 (けん)）

	国 (くに)は、児童 (じどう)生徒 (せいと)のみなさんが大人 (おとな)になったときに必要 (ひつよう)な力 (ちから)をつけるための学習 (がくしゅう)の内容 (ないよう)を決 (き)め、授業 (じゅぎょう)の時間数 (じかんすう)を決 (き)めています。それに合 (あ)わせて、区 (く)では春 (はる)、夏 (なつ)、冬 (ふゆ)の休 (やす)みの期 (き)間 (かん)を決 (き)めています。
	－

	60
	学校 (がっこう)生活 (せいかつ)について見直 (みなお)してほしい。

	学校 (がっこう)生活 (せいかつ)の見 (み)直 (なお)しについては学校 (がっこう)生活 (せいかつ)をもっとよくするために学級会 (がっきゅうかい)や児童 (じどう)生徒 (せいと)集会 (しゅうかい)などで意見 (いけん)を出 (だ)すことができます。ぜひ児童 (じどう)生徒 (せいと)のみなさんが中心 (ちゅうしん)となってより良 (よ)い学 (がっ)校 (こう)を作 (つく)っていってください。
	△

	[bookmark: _Hlk190698931]61～62
	校則 (こうそく)をなくしてほしい
（他 (ほか)同意 (どうい)見 (けん)　１件 (けん)）

	　学校 (がっこう)のきまりや校則 (こうそく)の内容 (ないよう)は、児童 (じどう)生徒 (せいと)のみなさんや保護者 (ほごしゃ)の考 (かんが)え方 (かた)、地域 (ちいき)の様子 (ようす)、社会 (しゃかい)のルールなどを踏 (ふ)まえ、毎年 (まいとし)見直 (みなお)す必要 (ひつよう)があります。学校 (がっこう)にある目安箱 (めやすばこ)を活用 (かつよう)したり、みなさんで話 (はな)し合 (あ)ったりしながら、ぜひみなさんが中心 (ちゅうしん)となって先生 (せんせい)と相談 (そうだん)しながら学校 (がっこう)のきまりや校則 (こうそく)の内容 (ないよう)を考 (かんが)えてください。
	△

	63
	誰 (だれ)かに迷惑 (めいわく)をかけるわけではないため、メイク、ピアス、髪 (かみ)染 (ぞ)めを許可 (きょか)してほしい。

	
	

	64
	学校 (がっこう)の制服 (せいふく)はなくすべきだ。

	区内 (くない)の多 (おお)くの中学校 (ちゅうがっこう)では、指定 (してい)の標準服 (ひょうじゅんふく)を着 (き)ています。
標準服 (ひょうじゅんふく)は、学校 (がっこう)で着 (き)ることが望 (のぞ)ましいとされる服 (ふく)のことで、保護者 (ほごしゃ)や地域 (ちいき)のみなさんとの話 (はなし)合 (あ)いを経 (へ)て、各学校 (かくがっこう)が決 (き)めています。そのため、標準服 (ひょうじゅんふく)の着用 (ちゃくよう)をなくすことは可能 (かのう)ですが、校則 (こうそく)を変 (か)えるのとは違 (ちが)い、保護者 (ほごしゃ)や地域 (ちいき)のみなさんと話 (はな)し合 (あ)う必 (ひつ)要 (よう)があります。
	△

	65
	男性 (だんせい)の先生 (せんせい)が女子 (じょし)生徒 (せいと)に身 (み)だしなみの指導 (しどう)をしないでほしい。

	身 (み)だしなみは、社会 (しゃかい)でのマナーであり将来 (しょうらい)の社会 (しゃかい)でのスキルにも影響 (えいきょう)を与 (あた)えます。そのため、学 (まな)びの場 (ば)である学校 (がっこう)において、先生 (せんせい)が生徒 (せいと)に対 (たい)して正 (ただ)しい身 (み)だしなみの指導 (しどう)を行 (おこな)うことは大切 (たいせつ)なことです。
ただし、異性 (いせい)に身 (み)だしなみについて指摘 (してき)されることが嫌 (いや)だという感情 (かんじょう)も理解 (りかい)できます。そういった感情 (かんじょう)にも配慮 (はいりょ)しながら、今後 (こんご)も指導法 (しどうほう)について考 (かんが)えていきます。
	△

	66

	すぐに怒 (おこ)る先生 (せんせい)はやめたほうがいい。

	先生 (せんせい)が、子 (こ)どもたちの気 (き)持 (も)ちに寄 (よ)り添 (そ)った指 (し)導 (どう)ができるように多 (おお)くの勉強会 (べんきょうかい)を開催 (かいさい)しています。先生 (せんせい)の指導 (しどう)で、嫌 (いや)な気 (き)持 (も)ちになったら、信頼 (しんらい)できる大人 (おとな)や信頼 (しんらい)できる先生 (せんせい)に相談 (そうだん)してみてください。
	－

	67
	変 (へん)な教師 (きょうし)を増 (ふ)やさないでほしい。

	区 (く)では、それぞれの学校 (がっこう)を定期的 (ていきてき)に訪問 (ほうもん)し、課題 (かだい)がある先生 (せんせい)がいたら、校長 (こうちょう)先生 (せんせい)や副校長 (ふくこうちょう)先生 (せんせい)に伝 (つた)え、改善 (かいぜん)してもらうようにしています。　
また、場合 (ばあい)によっては直接 (ちょくせつ)改善 (かいぜん)するように話 (はなし)をすることもあります。気 (き)になる先生 (せんせい)がいたら、信頼 (しんらい)できる大人 (おとな)や信頼 (しんらい)できる先生 (せんせい)に相談 (そうだん)してみてください。
	－




	68
	未来 (みらい)の練馬区 (ねりまく)のためにちゃんとした教育 (きょういく)をしてほしい。

	区 (く)では、今 (いま)までも学力 (がくりょく)調査 (ちょうさ)や体力 (たいりょく)調査 (ちょうさ)などの結果 (けっか)を分析 (ぶんせき)しながら、英語 (えいご)教育 (きょういく)やICT (アイシーティー)教育 (きょういく)などの充実 (じゅうじつ)に取 (と)り組 (く)んできました。これからも、未来 (みらい)の練馬区 (ねりまく)のために必要 (ひつよう)な教育 (きょういく)について考 (かんが)え、学校 (がっこう)の先生 (せんせい)たちと一緒 (いっしょ)に頑張 (がんば)っていきます。
	○

	[bookmark: _Hlk190698943]69
	土曜 (どよう)授業 (じゅぎょう)をなくし、平日 (へいじつ)に六時間 (ろくじかん)、七時間 (しちじかん)授業 (じゅぎょう)にしてほしい。

	区 (く)では、保護者 (ほごしゃ)や地域 (ちいき)のみなさんに学校 (がっこう)での学 (まな)びを見 (み)てもらうために、土曜 (どよう)授業 (じゅぎょう)を実施 (じっし)しています。そのため、今後 (こんご)も土曜日 (どようび)授業 (じゅぎょう)を実施 (じっし)します。
	－

	[bookmark: _Hlk190698949]70
～
72
	宿題 (しゅくだい)をなくしてほしい。
（他 (ほか)同意 (どうい)見 (けん)　２件 (けん)）

	宿題 (しゅくだい)をすることで、授業 (じゅぎょう)でわからなかった部分 (ぶぶん)を補 (おぎな)ったり、授業 (じゅぎょう)で学 (まな)んだことを定着 (ていちゃく)させたり、家 (いえ)で勉強 (べんきょう)する習慣 (しゅうかん)を身 (み)につけたりすることができます。学校 (がっこう)の宿題 (しゅくだい)は、子 (こ)どもたちの勉強 (べんきょう)の様子 (ようす)を見 (み)ながら学 (がっ)校 (こう)が決 (き)めています。宿題 (しゅくだい)で困 (こま)ったり、不安 (ふあん)になったりしたら、先生 (せんせい)に相談 (そうだん)してみてください。
	－

	73
	部活 (ぶかつ)の時間 (じかん)を増 (ふ)やしてほしい。

	たくさん部活動 (ぶかつどう)に取 (と)り組 (く)みたいという意欲 (いよく)は素晴 (すば)らしいと思 (おも)います。区 (く)では部活動 (ぶかつどう)のガイドラインによって活動 (かつどう)時間 (じかん)を平日 (へいじつ)は２時間 (じかん)、休日 (きゅうじつ)は３時間 (じかん)までとしています。これは、中学生 (ちゅうがくせい)の体力面 (たいりょくめん)や部活動 (ぶかつどう)以外 (いがい)の活動 (かつどう)に機会 (きかい)を確保 (かくほ)するために考 (かんが)えたものです。決 (き)まった時間 (じかん)の中 (なか)でも活動 (かつどう)内容 (ないよう)などを工夫 (くふう)することでより充実 (じゅうじつ)した活動 (かつどう)を目指 (めざ)してください。
	－

	74
	部活 (ぶかつ)の活動 (かつどう)時間 (じかん)を守 (まも)ってほしい。

	区 (く)では、部活動 (ぶかつどう)のガイドラインによって、活動 (かつどう)する時間 (じかん)や休 (やす)む日 (ひ)を設定 (せってい)しています。各中学校 (かくちゅうがっこう)にはガイドラインを守 (まも)った適 (てき)切 (せつ)な活動 (かつどう)をお願 (ねが)いしています。今後 (こんご)も、適切 (てきせつ)な活動 (かつどう)が行 (おこな)われるように学校 (がっこう)に呼 (よ)びかけていきます。
	□
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